


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※都道府県計画は、「建設工事従事者の安全及び健康の確保の推進に関する法律」に基づき政府の基本計画を 

勘案して策定することとなっているため、基本的には政府の基本計画に沿った計画となっています。 

         

１ 建設工事従事者の処遇の改善及び地位の向上を図るための施策 

（１）社会保険の加入の徹底 

・法定福利費の適切な確保及び社会保険の加入の徹底について実効性のある対策を推進する。 

・社会保険加入が適用除外の場合、誤った加入指導が行われないよう周知を図る。 

（２）建設キャリアアップシステムの活用推進 

・適切な労務管理等ができるよう、官民一体となって建設キャリアアップシステムの活用を推進する。 

（３）「働き方改革」の推進 

・適正な工期設定、労働環境の特性をふまえた長時間労働の是正、休日の確保、適切な賃金水準の確保

等、建設業における働き方改革を進める。 

２ 墜落・転落災害の防止対策の充実強化 

（１）労働安全衛生法令の遵守徹底等 

・墜落・転落災害の減少に向けて、労働安全衛生規則に基づく措置の遵守徹底の促進を図る。 

  ・足場からの墜落・転落災害について、「より安全な措置」等の一層の普及の促進を図る。 

（２）墜落・転落災害防止対策の充実強化 

・墜落・転落災害の発生状況や関連施策の実績等をふまえ、災害防止対策の促進を図る。 

３ 県計画の推進体制   

 ・施工時期の平準化や週休二日制等の労働環境の改善等が重要なため、県工事では三重県建設産業活性化

プランに基づき計画的に推進し、市町工事では発注者協議会を通じて促進を図るが、民間工事や一人親

方等への対応を含む県計画全体の推進については、三重県建設工事従事者安全健康確保推進会議を通じ

て、本県の実情に即した取組を推進する。 

４ 施策の推進状況の点検と計画の見直し 

 ・政府の基本計画の変更等があった場合には、見直し・検討を行い、必要があれば速やかに変更する。 

第３ 施策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項 

３ 建設工事の現場における措置の統一的な実施 

（１）建設業者間の連携の促進 

 ・労働安全衛生法に基づく元請負人による統括安全衛生管理が徹底されるよう周知を図る。 

（２）一人親方等の安全及び健康の確保 

 ・一人親方等の業務中の災害を的確に把握し、災害防止対策の基礎資料として活用する。 

 ・一人親方等の業務特性や作業実態をふまえた、安全衛生に関する知識習得等を支援する。  

（３）特別加入制度への加入促進等の徹底 

 ・一人親方に対する労災保険の特別加入制度への加入の積極的な促進を図る。 

４ 建設工事の現場の安全性の点検等 

（１）建設業者等による自主的な取組の促進 

 ・建設業者によるリスクアセスメント等の活動を支援する。 

 ・建設業者の安全衛生管理を評価する取組や、安全性の点検等に関する自主的な取組を促進する。 

 ・安全性の点検等の自主的な取組を一層活発にするため、元下間の連携等を促進する。 

（２）工法や資機材等の開発・普及の促進 

 ・i-Constructionや、生産性向上に配意した安全な工法等の普及を推進する。 

  ・建設工事従事者の高齢化をふまえ、熱中症対策など作業環境の改善を図る。 

５ 安全及び健康に関する意識の啓発 

（１）安全衛生教育の促進 

 ・安全衛生管理の能力向上教育等を促進し、建設工事従事者に対する教育への支援を行う。 

（２）安全及び健康に関する意識の啓発に係る自主的な取組の促進 

・建設業者等の安全衛生活動の取組や災害対応事例について情報発信する。 

・心身の健康確保のための自主的な取組を促進し、健康相談窓口の周知と活用促進を図る。 


